








要約:赤外橡オプトメータを用いて、視覚作業前後での若年者の調節機能の変化を客観的

に評価した。VDT 作資と紙面作業の 2 種類で視覚負荷を与えたところ、両者の場合ともに

視覚作業に伴って調節弛緩時間が延長し、休憩によって回復した。赤外線オプトメータを

用いて調節弛緩時間を計測することで、VDT 作業が小児の眼に与える影響を調べることが

できると考えられた。


